
 

特殊詐欺は増加傾向！高齢者の被害が圧倒的です！ 

平成29年度上半期における特殊詐欺の認知状況等について※平成29年の値は暫定値 
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≪特殊詐欺とは？≫ 

被害者と対面することなく、電話、

FAX、メールを使って指定した預貯金

口座への振込みその他の方法により、

不特定多数の者から現金等をだまし取

る詐欺犯罪。認知件数は 8,863 件（前

年同期比+2,421 件、+37.6％）。 

≪手口別の認知状況≫ 

オレオレ詐欺が、認知件数 3,709 件

（+940 件、+33.9％）、架空請求詐欺

が、認知件数 2,668 件（+1,063 件、

+66.2％）、還付金等詐欺が、認知件数

1,986 件、+424 件、+27.1％）これ

ら 3 類型で全体の 94％を占める。 

≪高齢者の被害状況≫ 

高齢者（65 歳以上）被害の特殊詐欺

の件数は、6,376 件（+1,294 件、

+25.5％）で、その割合（高齢者率）

は 71.9％。 

高齢者の被害防止が引き続き課題。 

消費者相談コーナーを開設します！ 

10 月 7 日（土）・8 日（日）午前 10 時～午後 3 時半 

錦糸公園会場  ～お気軽にお立ち寄りください～ 

https://www.npa.go.jp/


 

 

 
 

 

 

【相談事例】                                

自宅に大手デパートの社員から「あなたのクレジットカードを使って買い物しよ

うとした人がいる。住所を教えて欲しい。」と非通知で電話があった。自分はクレ

ジットカードを持っていないと言ったら、直後に電話が切れた。また、電話がかか

ってくるのではないかと心配だ。 

【アドバイス】                                

事例のようにデパート名を名乗り、言葉巧みにクレジットカード番号や暗証番号、

さらに、取引銀行、口座番号、暗証番号を聞き出し、自宅に訪問してキャッシュカ

ードを預かるといった新手の手口が発生しています。 

名前を使用されたデパートでは、社員が暗証番号を聞き出す電話や訪問はしてい

ないと、ホームページ上で注意を呼び掛けています。 

電話で金融機関の情報やクレジットカードの情報を聞き出す、不審な電話には注

意しましょう。また、訪問してきた人にカード類を預かると言われても絶対に預け

てはいけません。 

不審な電話がかかってきたら、取り合わず直ぐに切ることが大事です。 


